
神戸大学海洋政策科学部オープンキャンパス 2024 

研究紹介一覧（会場：４号館各教室） 

              海洋基礎科学領域                 

                ４１０１教室                  
  

１．水生生物を用いて水環境を守る（岡村, 堀江） 

２．見えない放射線を可視化する（山内，金崎） 

３．発光ダイオード光源を利用した船底へのフジツボ幼生の着生制御（三村，廣野） 

４．海上の気象現象をコンピュータで科学する（大澤） 

５．分子を選ぶ、賢い膜材料（蔵岡） 

６．２１世紀のチャレンジ：気候変動と火山と海に関する災害（ゴメス） 

７．超伝導技術を海に活かす（武田） 

８．“はかる”方法を開発する（堀田） 

９．沿岸海域の環境を守る（林） 

10．大津波が大阪湾を襲う―その時、海と船は―（林） 

11．大気汚染の状況をシミュレートする（山地） 

12．粒子ビーム応用研究（谷池） 

13．現象が起こるメカニズムを数学的に解析する（高坂） 

14．電磁力を利用した新しい海水・油分離装置の開発（赤澤，岩本） 

15．地球を化学する（井尻） 

16．液体水素の大量貯蔵・輸送技術の確立を目指して（前川） 

17．海洋動物の生態を探る（岩田） 

18．誰か太陽系にいるのだろうか？- Is anybody out there？（ブラダック） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



              海洋基礎科学領域                 

               ４１０１教室                  
 

１．海事環境管理研究室（岡村 秀雄 教授, 堀江 好文 准教授） 

水生生物を用いて水環境を守る 

化学物質汚染や海洋プラスチックゴミ、油の流出など

「海洋汚染問題」は深刻な環境問題の１つです。そこで

私たちは、水界生態系で重要な役割を担っている藻類・

甲殻類・魚類を用いて、様々な環境汚染物質が水生生物

に与える影響を調べることで、将来の水環境を守ってい

ます。 

 
 
 
 
 
２．環境応用計測科学研究室（山内 知也 教授，金崎 真聡 准教授） 

見えない放射線を可視化する 

目には見えない放射線の通り道を可視化する研究を実施。右の写真

では特殊なプラスチック中に形成されたリチウムイオンの通り道

が、化学エッチング処理によって円錐形の小孔になっています。右

の円錐は途中で折れ曲がっていますが、これはリチウムイオンとプ

ラスチックを構成する炭素原子とが衝突した結果です。顕微鏡観察

が体験できます。 

 

 

 

 

 

３．海事環境と生物学研究室（三村 治夫 教授，廣野 康平 准教授） 

発光ダイオード光源を利用した船底へのフジツボ幼生の着生制御 

海上輸送はグローバルビジネスに不可欠である。一方、船舶活動は

大気汚染、バラスト水排水に伴う外来生物種の定着、船底付着生物

の成長にともなう燃費の増加等、「エネルギー消費と環境破壊」と

密接に係る。海上輸送が持続可能であるためには、「経済性」確保

が核心的に重要で、これらすべてに船底防汚技術が関与する。 

 

 

 

 



 

 

４．海洋・気象研究室（大澤 輝夫 教授） 

海上の気象現象をコンピュータで科学する 

洋上風力エネルギーの利用や船舶の安全航行、マリンレジ

ャー等において、海上での気象現象の把握は非常に重要で

す。本研究室では、大規模なコンピュータを用いて気象現

象の再現シミュレーションを行い、現象の解明や解析、高

精度な気象情報のデータベース化を行っています。 

 

 

 

 

 

５．機能性材料研究室（蔵岡 孝治 教授） 

分子を選ぶ、賢い膜材料 

酸素、水蒸気、二酸化炭素などの分子を選んで透過あるいは透過

させない機能を持った新しい膜材料の研究を行なっています。

二酸化炭素だけを選んで透過させる膜（二酸化炭素分離膜）は大

気などからの二酸化炭素の回収に役立ちますし、酸素と水蒸気

を透過させない膜（ガスバリア膜）は酸化や吸湿から商品を保護

する包装材料として使用できます。 

 

 

 

 

 

６．海域火山リスク科学研究室 （ゴメス・クリストファー 教授） 

２１世紀のチャレンジ：気候変動と火山と海に関する災害 

Climate change and aging population will deeply change Japan and 

the world relations to natural hazards and disaster risk, and those 

new challenges need to be met. グローバルな気候変動や高齢化

社会が進行している影響で、自然災害の形は現在とは大きく

変わります。この新しい世界の中でどうすれば皆さん自身と

家族、社会を守れるでしょうか。まだ解けてないこの大問題

を一緒に考えましょう。 

 

 

 

 

 

油水分離膜

二酸化炭素分離膜

ガスバリア膜



 

 

７．超伝導科学研究室（武田 実 教授） 

超伝導技術を海に活かす 

超伝導現象を基礎とした極低温科学技術をいかに「海」に活か

すかという研究を行っています。特に、「水素」をキーワードと

して、海洋環境・エネルギー問題の解決を目指しています。例

えば、超伝導電磁推進船、海流 MHD 発電・水素発生（写真は

実験装置を示します）、水素エネルギーの海上輸送基盤技術など

の研究を行っています。 

 
 

 
 
８．分析化学研究室 （堀田 弘樹 教授） 

“はかる”方法を開発する 

電気化学や光を使った分析、質量分析法などの技術を用い

て、新しい化学分析手法の開発を進めています。ポリフェ

ノール類の機能解明や、種々の環境分析法の新規開発（右

図は、赤外線光導波路を利用した水中溶存 CO2 の定量分析

の原理）、グリーンケミカル技術を用いた化粧品の研究開

発に応用しています。   

 
 

 

 

 

９．海洋・気象研究室（林 美鶴 准教授） 

沿岸海域の環境を守る 

沿岸海域の環境は様々な要素の複合で形成されており、大きく

時空間変動します。そのため環境保全は、物理・生物・化学の

全方面から総合的に検討する必要があります。また手法として

も現場観測と数値シミュレーションの両方が必要で、これら複

合的な視点と手法により海洋環境問題について研究していま

す。 
 

 

 

 

 



 

 

10．津波マリンハザード研究講座（林 美鶴 准教授） 

大津波が大阪湾を襲う―その時、海と船は― 

予想される南海トラフ地震による津波が大阪湾をどのように襲

うのか、数値シミュレーションを使って調べています。気象、河

川出水、潮汐などの現実的な自然環境も考慮します。その結果、

海洋環境や船舶の津波被害（津波マリンハザード）を高精度に予

測でき、合理的な減災・防災案を提案する超学際的な教育研究を

目指します。 
 

 

 

 

 

11．海洋・気象研究室（山地 一代 准教授） 

大気汚染の状況をシミュレートする 

健康や生態系に対してインパクトをもたらす光化学オキシ

ダントやエアロゾルの大気中濃度の上昇の原因を解くため

に、数値シミュレーション技術を用いた研究を進めていま

す。さらに、大気中の物質濃度やその挙動をできるだけ正確

に捉えることができるシミュレーション手法の開発を目指

しています。 
 

 

 

 

 

 

12．粒子ビーム工学研究室（谷池 晃 准教授） 

粒子ビーム応用研究 

現在、核融合炉の開発が国際協力の元で行われています。我々は

高エネルギー粒子ビームを利用し、核融合プラズマの電位分布

計測装置に関する研究と、核融合反応を計測するためのガンマ

線カメラの研究開発を行っています。さらに、イオンビームを用

いた放射線グラフト重合法に関する研究を行っています。 

 

 

 

 

 



 

 

13．数学研究室（高坂 良史 教授） 

現象が起こるメカニズムを数学的に解析する  

偏微分方程式や変分問題によって表されるある種の現象を記述する

数理モデルを、数学的あるいは数値的（数値シミュレーションを含む）

に解析し、その現象が起こるメカニズムを数学的に明らかにすること

を研究テーマとしています。特に、材料科学や生物物理に現れる界面

や自由境界の形状変化に着目し、その変化のメカニズムを数学的に明

らかにすることを目指し研究しています。 

 

 

 

 

 

14．物性物理学教員グループ（赤澤 輝彦 准教授，岩本 雄二 准教授） 

電磁力を利用した新しい海水・油分離装置の開発 

物性物理学教員グループは、物理学の基礎研究だけでなく、物理学

をマリンエンジニアリングに応用する研究も行っています。フレミ

ングの法則として皆さんが学習している電磁力(磁場中を流れる電

流に作用する力)を利用した海水・油分離装置の開発研究もその一

つです。コンピュータシミュレーションと実験の両面から、装置の

効率化を目指す研究を行っています。 

 
 

 

 

15．地球化学研究室（井尻 暁 教授） 

地球を化学する  

地球化学は「化学」を用いて地球の謎を解き明かす学問分野 

です。本研究室では主に地球上の水やガスの化学分析により 

1）海底下生命圏と海洋環境・テクトニクスとの相互作用、 

2）メタンハイドレートなどの非在来型炭化水素鉱床の成因、 

3）地殻流体と地震活動（断層運動）の関連、 

4）火山ガス・噴気ガスの動態 

について研究を行っています。 
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16．超伝導科学研究室（前川 一真 助教） 

液体水素の大量貯蔵・輸送技術の確立を目指して 

水素エネルギー社会実現に向けて、超伝導技術を応用した液

体水素を安全に貯蔵・輸送するための技術開発を行っていま

す。特に、舶用大型液体水素タンクに搭載するための液面計

の開発として、超伝導技術を応用した超伝導液面計の開発

や、輸送時に液体水素タンク内部で起こるスロッシング現象

の研究を行っています。また、最近では世界初となる練習船

深江丸による液体水素の海上輸送実験も行っています。 
 

 

 

17．海洋環境動物学研究室（岩田 高志 助教） 

海洋動物の生態を探る 

海洋動物がいつ、どこで、なにをしているのかを調べてい

ます。動物がどのように効率よく生きているのか、気候変

動や人間活動が動物にどのような影響を与えるのかなど

まだわかっていないことがたくさんあります。クジラ、イ

ルカ、アザラシ、海鳥、ペンギン、ウミガメ、魚などを対

象に世界中で調査を実施しています。 

 

 

 

 

 

18．地球圏外海洋学研究室（ブラダック 林 バラージュ 准教授） 

誰か太陽系にいるのだろうか？- Is anybody out there? 

長い間、私たちは地球がその表面を覆う海を持ち、生命

を育み、生物の進化を可能にするユニークな存在だと

考えてきた。 その後、木星と土星の衛星であるエンケ

ラドスやエウロパの氷の下に隠された海を発見し、タ

イタンに海を見つけ、火星の太古の海を発見した。私た

ちは孤独なのだろうか、それともそれらの海に生命が

いるかもしれないのだろうか？最初の一歩を踏み出

し、地質学的調査によって、太陽系の隠された場所に生

命を育む環境があるかどうかを発見しよう。 

調査対象としている動物たち 


